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新 文学国語
教材一覧

▼『大鏡』の「花山天皇の退
位」について解説し、『栄花物
語』との語られ方の違いに着
目して評論した文章です。

▼「わたし」とサネスケの夫婦の、のんびり
とした暮らしを描いた小説です。読者の思
い込みを結末で鮮やかに裏切る、文章表
現ならではの仕掛けの巧みさに注目です。

▼詩人・作家の「虹」に関するエッセ
イです。社会科学的な側面や人文科
学的な側面からも「虹」を検討して
いる点に注目です。

古典文学、翻訳作品、絵画、書評など、文学の魅力を探究でき　る多彩な作品群
生涯にわたる読書へと誘うコラム、読解ツール、読書案内
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▼「表現プラザ１～６」で
は、創作・批評・推敲・共
同制作など、多様な活動
を段階的に行います。

▼ 現代の作家に
よって翻案された
古典作品と原文
を掲載しています。

▼生命誌研究者による古典の評論。平安
時代の物語に描かれた風変わりな姫君
の、自然を「めづる」姿勢が、現代の生命
誌の研究者の姿勢に通じると論じます。

▼ドイツ文学者・翻訳家である筆者が、
実体験を用いて、作家と翻訳家の間にあ
るおもしろさを臨場感と高揚感をもって
伝えるエッセイです。
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古典文学、翻訳作品、絵画、書評など、文学の魅力を探究でき　る多彩な作品群
生涯にわたる読書へと誘うコラム、読解ツール、読書案内

文
学
国
語

5
文学の想像力

を捉える

山
椒
魚
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
井
伏
鱒
二

鞄
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
安
部
公
房

6
近代の文章の
価値を考える

永
訣
の
朝
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
宮
沢
賢
治

参
考 

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
企
画
す
る

た
け
く
ら
べ
………
…
…
…
樋
口
一
葉
／
川
上
未
映
子 

訳

参
考 

近
代
の
文
体
を
た
ど
る
……森
鷗
外
・
二
葉
亭
四
迷 

ほ
か

コ
ラ
ム

  

伏
し
て
見
る
花
　
細
道
の
井
戸

10
文学の普遍性を

探究する

源
氏
物
語
─
北
山
の
垣
間
見
…紫
式
部
／
角
田
光
代 

訳

「
虫
め
づ
る
姫
君
」の
観
察
眼
………
…
…
中
村
桂
子

参
考 

堤
中
納
言
物
語
─「
虫
好
き
の
お
姫
様
」
……
…
中
島
京
子 

訳

卵
を
抱
き
な
が
ら
。も
し
く
は
、
…
…
…
…
松
永
美
穂

く
せ
に
な
る
翻
訳
。

こ
こ
で
は
な
い
ど
こ
か
へ
の
扉
…
…
…
…
…
穂
村
弘

小
論
文
を
書
く（
調
査・研
究
型
／
意
見・主
張
型
／
企
画・提
案
型
）

竹
取
物
語
─
か
ぐ
や
姫
の
昇
天
…森
見
登
美
彦 

訳

参
考 

マン
ガ
古
典
文
学  

竹
取
物
語
………
…
…
池
田
理
代
子

雨
月
物
語
─
菊
花
の
約
…
…
…
上
田
秋
成
／
石
川
淳 

訳

舟
を
編
む
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
浦
し
を
ん

コ
ラ
ム

  

ド
ラ
マ
の
中
の
方
言
は
ど
こ
に
あ
る

9
言語文化の可能性を

   　追求する

蔦 

…
ミ
ュ
シ
ャ
／
夜
の
カ
フ
ェ・テ
ラ
ス 

… 

ゴ
ッ
ホ

 

表
現
の
扉
を
ひ
ら
く
６  

自
分
の
な
か
に「
読
み
手
」と

「
聞
き
手
」を
つ
く
る

表現プラザ6

言葉でスケッチ

夕
焼
け
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
吉
野
弘

売
炭
翁
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
白
居
易

 

表
現
の
扉
を
ひ
ら
く
２  

タ
イ
ト
ル
は
、書
く「
わ
た
し
」を
は
げ
ま
す

表現プラザ2

想像からの
語り

古
典
和
歌・近
世
俳
句
………
狭
野
弟
上
娘
子
・
松
尾
芭
蕉 

ほ
か

 

表
現
の
扉
を
ひ
ら
く
３  

大
き
な
段
落
の
ほ
ぐ
し
方

表現プラザ3

現代に甦る
歌物語二

回
目
か
ら
の
読
書
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
蜂
飼
耳

「
こ
れ
は
な
ん
だ
！
」
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
青
山
七
恵

好
き
な
よ
う
に
読
ん
だ
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
松
田
青
子

自
分
探
し
よ
り
本
探
し
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
木
康

新
し
い
言
葉
に
出
会
う
楽
し
み
………
…
…
…
…
…
中
村
桂
子

１
│
物
語
・
小
説
読
み
解
き
ツ
ー
ル

1
語
り
手
　

2
構
成
・
展
開
　

3
場
面
設
定
　

4
転
換
点

5
伏
線
　

6
キ
ー
ア
イ
テ
ム
　

7
人
物
造
形
　

8
役
割
語

9
人
物
相
関
図
　

10
感
情
表
現
　

11
象
徴
・
暗
示
　

12
背
景

２
│
探
究
の
た
め
の
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド


